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地元の養魚場直営のポンドタイプの釣り場。
ルアー・フライ・テンカラの釣りで、大型魚の強
い引きが魅力。 魚種もイトウなどサケ・マス類
６種以上と豊富。

◆　営業時間 ： ４～１０月　１０時～１９時 （ 入館は１８時まで ）
                            １１～３月　１０時～１８時 （ 入館は１７時まで ）
        定 休 日： ４～１１月     毎月第４金曜日
                            １２～３月     毎週金曜日
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魚に優しい「リリース」を
Ｃ＆Ｒ区間での釣りはもちろん、一般河川でも山梨県の体長制限は15cmです。
リリース（再放流）に際しては必ず次の注意事項をお守りください。

一般河川での釣りとはまた違った面白みを持つ管理釣り場。小菅村内には趣の
異なる管理釣り場が２ヶ所あります。時にはそんな釣り場もいかがですか？

管 理 釣り場

自然渓流を活かした約800mの釣り場。
上流から「ヤマメ・イワナ」「ニジマス」「 ルアー・
フライ・テンカラ」のエリアがある。

小菅トラウトガーデン

料 金
・ １ 日 券 ：　大人 4,300円 ／ 女性等 3,300円
・ 半 日 券 ：　 〃　3,300円 ／ 　〃 　2,300円
・ ２時間券   ：　 〃　2,300円 ／ 　〃　 1,300円
・ ｲﾌ ﾆ゙ﾝｸﾞ券   ：　 〃　2,300円 ／ 　〃　 1,300円

料 金
餌釣り （ヤマメ・イワナ）　　　　　   4000円
　　　（ ニジマス ）　　　　　　　  3000円
ルアー・フライ・テンカラ 　  （持帰り）3000円
　　　　　　　　　　　　（Ｃ＆Ｒ）2500円
　　　　　　　 ※小学生以下は上記の半額

多摩源流・小菅の湯

入湯割引券

小菅の湯

◆　料 金： 大人 620円（小人 310円）／３時間入湯券
◆　タオル・バスタオルセットなどのレンタルがあります。
　　また、地元の食材を活かした料理をご用意しております。

※ 本パンフレット持参で
利用料を1５0円割引します。

Tel : 0428-87-0888

冬季ニジマス釣り場のご案内

※　小菅の湯は、小菅川の年券及び日釣り券を提示すると
　　利用料が150円割引されます。

150円 OFF

一般河川が禁漁となる10月以降の釣り場として、今年も「冬季ニジマス釣り場」を開設します。場所は村営
釣り場上流で、区間は約400m。期間は10月３日（土）から翌年2月29日（月）まで。料金は日釣り券のみで
1000円（身障者・女性・中学生は500円）です。ルアー・フライ・テンカラの疑似餌釣りのみで、且つＣ＆Ｒ
の釣り場です。

★ ２０１５年の遊漁期間は、３月７日(土)の正午より、９月３０日(水)までです。 遊漁料は、日釣券の店頭

　売り1000円・現場売り1500円、年券5000円、女性・中学生・身障者は上記の半額で、小学生以下は無料で

　す。ヤマメのフィギュアを施した８０枚限定の特別年券は7500円（女性等5000円）です。

★ ３月８日以降、日釣券は最寄りのコンビニ（サンクス・セブンイレブン・ファミリーマート・ミニストップ・

　ローソ ン）で、当日の午前０時より購入できます。解禁日は村内の販売所でお求め下さい。また、遊漁証

　を所持しないで釣りをされた場合は、全て現場売りとなり ます。

★ 小菅川支流のうち、「玉川」・「山沢川」・「宮川」は、全面禁漁です。  

★ 橋立地区の第１堰堤から上流は天然魚の区間で、持ち帰りは一人１日５尾以内です。在来種保護の為、

　この区間では再放流にご協力ください。

★ 成魚放流は、解禁日の午前中に一般区間へ200kg、Ｃ＆Ｒ区間へ100kgを、その 後は一般区間が毎月

　第4土曜日の午後に100kg、Ｃ＆Ｒ区間は随時行う予定です。また、魚影や川の状況をみながらの適宜放

　流を計画しています。

○　魚を素手で触る場合は、必ず手を水で濡らし、冷やしてから。そのまま掴むと魚は火傷をし、そこか
　　ら病気になってしまいます。
○　魚に鈎を飲まれて外せない時は、ハリスを切ってください。無理に外そうとすると、エラなどを傷つ
　　け、致命傷になります。鈎は自然に外れます。
○　釣鈎によるキズを最小限にする為、バーブレスフック（かえしの無い鈎）の使用を心掛けてください。
　　特にルアーのトリプルフックは注意が必要です。
○　釣った魚をそのまま川原にひきずり上げないでください。小石や泥が付いて、粘膜が剥がれ、そこか
　　ら病気になります。「ハリ外し」などで外すのがベストです。
○　リリースする魚が弱っている場合、そのまま放すと、溺れ死んでしまいます。魚の頭を上流に向け、自
　　力で泳ぎ出すまで支えてください。写真撮影など時間をかけた場合、特に注意が必要です。

放流日や入渓ポイント、川の状況や魚のコンディション、交通規制、他の道路情報など、小
菅川及び小菅村周辺の最新情報を毎週１回以上ブログでお知らせしています。
小菅村漁協ホームページのブログ欄にてご確認ください。

お知らせ

http://kosugeriver.com


